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はじめに

　日本のコウノトリは，1971年に国内野生個体群が絶滅

したのち，人工飼育，国外個体の導入，人工繁殖等の多

くの関係者が野生復帰に尽力されたことにより，2005年

から兵庫県立コウノトリの郷公園によって放鳥が開始さ

れた（兵庫県教育委員会・兵庫県立コウノトリの郷公園 

2011）．2007年には国内で46年ぶりに野外でのヒナ誕生

および巣立ちが確認され，その後も兵庫県北部を中心に

繁殖個体群が復活しつつあり，2016年以降は兵庫県以外

での野外繁殖も広がってきている（西井ほか 2018）．

　島根県雲南市大東町では，2017年に初めてコウノトリ

ペア（オスJ0118×メスJ0047）による繁殖が確認され，

星野（2018）が観察記録の一部を報告している．この年

は育雛途中にメスの親鳥が誤射により死亡したため，ヒ

ナ4羽は保護収容して人工育雛され，その後，繁殖地か

ら約1.5km離れた地点で放鳥された．翌2018年は前年と

同じオス（J0118）に対して，別のメス（J0051）による

新しいペアが形成され，同じ繁殖巣において再び繁殖行

動が確認された（雲南市 2019）．雲南市教育委員会は，

産卵日や孵化日を推定しヒナへの足環装着に適切な実施

日を決定すること，ならびに繁殖状況を随時確認し異常

がある場合に適切な対応を行うことを目的に，2017年か

ら継続して繁殖行動の動画撮影と動画記録による繁殖行

動解析を行ってきた．2022年現在，当該地域における繁

殖ペアはこの1組のみであり，2019年には営巣場所が移

動したものの，2018年から2022年まで5年連続で毎年4羽

ずつのヒナの巣立ちを確認している．

　本稿では，雲南市大東町コウノトリペアの5ヵ年の繁

殖行動の観察結果から得られた各繁殖ステージの所要日

数とその傾向を，野生復帰個体群を保全管理するための

基礎情報の集積に資するために報告する．

材料と方法

1．調査地および観察方法

　調査地は2017年および2018年は島根県雲南市大東町大

東下分，2019年から2022年は同市大東町仁和寺にあるオ

ス（J0118）による営巣地である．

　観察した巣は2017年および2018年は電柱上，2019年か

ら2022年は雲南市立西小学校校庭に設置された人工巣塔

上である（表1）．

　観察は，巣の全体が記録されるように画角を調整して

撮影した動画で行った．動画記録方法は，2018年3月～

7月と2019年3月～4月10日まではデジタルビデオカメラ

（JVC GZ-HM670）による毎日8時頃から17時頃までの約

9時間の手動録画，2019年4月10日以降はネットワークカ

メラ（HIKVISION DS-2DF8223I-AEL）による24時間の

自動録画である．解析は，産卵の判断基準に用いるに

は連続した7時間以上の観察が必要となるため（大迫 私

信），毎日8時から17時までの9時間を基本としてその間

の親鳥とヒナの行動を観察して記録した（表1）．親鳥の

解析項目は，巣を空けた時間，巣に伏した時間，給餌頻

度であり，それぞれ巣への飛来および飛去，巣に伏す行

動（抱卵・抱雛）および立ち上がった行動，給餌・給水

1 島根県立三瓶自然館（サヒメル）
 694-0003　島根県大田市三瓶町多根1121-8
2 株式会社大隆設計
 693-0056　島根県出雲市江田町40-5
3 雲南市教育委員会
 699-1392　島根県雲南市木次町里方521-1
* 共同筆頭著者

島根県雲南市大東町におけるコウノトリ繁殖行動のビデオ録画によ
る観察結果
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ちと推定する基準（コウノトリの郷公園 私信）を用いた．

結果と考察

1．繁殖ステージ

　2018年から2022年までの5年間の結果を繁殖ステージ

ごとに表2に詳述した．

1-1）産卵の推定

　推定初卵日は，最も早い年で3月4日（2019年），最も

遅い年で3月15日あるいは16日（2020年）であった．推

定初卵日から本格抱卵までの期間は，初卵の推定日が確

定できない2020年を除くとすべて2日間であった．コウ

ノトリの産卵間隔は1日おきであるとされる（Hancock et 
al. 1992）ことと，大迫（私信）によると本格抱卵は複

数個の産卵により開始されることから，初卵から１日お

いた2日後に2卵目を産んだあと，本格抱卵が開始される

ことと矛盾しない結果となった．

1-2）孵化の推定

　孵化は初卵日から33～35日後であり，平均は34日であ

った．このことは最初の産卵から31～35日で孵化する

（Ezaki and Ohsako 2012）といった判定の目安とほぼ同

期間であった．また，コウノトリの一腹卵数は2～5個と

されているが（小林 1956），同地で孵化したヒナの数は

毎年4羽であった．

1-3）巣立ち

　ヒナの巣立ちは6月中旬から下旬の間で，1羽目の巣立

ちはいずれの年も推定初孵化日から66日後であった．そ

の後，2羽目は66～69日後（平均67.2日），3羽目は66～

72日後（平均70日），4羽目は70～73日後（平均71.6日）

であった（図1）．このことは最初の産卵から63～75日で

巣立ちする（Ezaki and Ohsako 2012）という先行研究の

行動を確認した時刻を記録して集計した．ヒナの解析項

目は巣を空けた時間であり，巣からの飛去および飛来（帰

還）時刻を記録して集計した．親鳥には足環が装着され

ており，オス（J0118）にはGPS発信器が付けられてい

たほか，ヒナにも全ての個体に足環が装着されたため，

可能な限り個体識別を行った．さらに，観察ペア以外の

個体の巣への接近状況についても記録した．

2．繁殖ステージの判断基準

　各繁殖ステージの推定については，次の判断基準に基

づき，当地での解析データを用いて兵庫県立コウノトリ

の郷公園および著者が行った．

2-1）産卵の推定

　産卵の推定は，卵の有無を直接確認できなかったため，

内藤・大迫（2011）のつがいの2個体が巣に伏せる時間

の合計が1日の観察時間の50％を超えた日を最初の産卵

日（以下，推定初卵日とする）とみなす判断基準を用い

た．また，大迫（私信）によると，同80％以上で複数個

の産卵および親鳥が巣を離れること無く継続して卵を温

める本格的な抱卵（以下，本格抱卵とする）の開始の目

安となるためその割合となる日も求めた．

2-2）孵化の推定

　孵化して間もないヒナは巣内を観察できなければ見え

ないため，ヒナに対する給餌行動である餌の吐き出し行

動が初めて見られた日を最初のヒナの孵化日と推定（以

下，推定初孵化日とする）した（内藤ほか 2020）．

2-3）巣立ち

　ヒナが巣から飛び立ち，巣以外の場所へ着地したこと

が確認された場合を巣立ちとした．また，2020年以降か

らは，ヒナが巣以外の場所へ着地できたことが確認され

なくても，ヒナが巣を30分以上離れた事象をもって巣立

表1．調査場所および観察方法．

調査年 営巣場所 撮影機材 映像の保存方法 撮影時間／観察時間 録画の開始停止
2018 雲南市大東町大東下分

（電柱巣）
デジタルビデオカメラ SDカード 約9hr／約9hr 手動

2019（4月9日まで） 雲南市大東町仁和寺
（西小学校人工巣塔）

同上 同上 同上 同上

2019（4月10日以降）同上 ネットワークカメラ クラウド 24hr／9hr 自動

2020（2月19日まで）同上 同上 同上 同上 同上

2020（2月20日以降）同上 同上 NVR* 同上 同上

2021 同上 同上 同上 同上 同上

2022 同上 同上 同上 同上 同上

*NVR：ネットワークビデオレコーダー（HIKVISION DS-7604NI-K1/4P）
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期間内であった．

　巣立ちの時刻は最も早い個体は6:05（2019年2羽目）

であり，最も遅い個体は14:58（2022年2羽目）であった．

巣立ちはこの時間内でばらつきがあるが，4羽目の巣立

ち時刻については6:33～8:04の間に集中していた．これ

は，先に巣立った幼鳥が日の出後に活動しはじめるため，

巣立ちが誘引された可能性が考えられる．なお，幼鳥は

巣立ち後もしばらくは夕方になると帰巣していたが，1

羽目の幼鳥は推定初孵化日から98～102日後，4羽目の幼

鳥は103～109日後に巣には戻らなくなった．推定初孵化

日から100日前後（平均102.5日）で幼鳥が完全に巣に戻

らなくなるという傾向であった．

2．親鳥の行動

　親鳥が巣に伏した時間の割合，巣を空けた時間の割

合，給餌頻度について，2018年から2022年までの各年の

推移を図2に示した．親鳥が伏した時間の割合は，いず

れの年も初卵の産卵を推定する判断基準となる50%を超

えてからは高い割合で推移した．これは，抱卵開始後は

なわばりへの侵入者がない限り，原則として親鳥が10分

以上連続して巣を不在にすることはないとされる（大迫 

私信）ことと矛盾しない結果となった．その後，推定初

孵化日の5～10日後頃に急激に低下した．一方，親鳥の

空巣時間の割合は推定初卵日以降に0%になり，推定初

孵化日の15～20日以降に徐々に増加した．このことは，

2018年および2019年に観察された親鳥の行動（内藤ほか 

2020）と同様の傾向であった．

　給餌頻度は，孵化から巣立ちまでの期間は1時間当た

り0.5～1.5回程度で推移しており，巣立ちの3日程度前か

ら徐々に減少していった．なお，抱卵や給餌行動におけ

図1．推定初孵化日から巣立ち日までの期間（2018～2022年）
横軸はヒナが巣立ちした順番，縦軸は推定孵化日から巣立ち日
までの期間を日で示す．表内の×は平均値，○は最小最大値を
除く巣立ちまでの期間（日）を示した．
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巣には戻らなくなるのは推定初孵化日から98～109日頃

（平均102.5日）であることが分かった．兵庫県立コウノ

トリの郷公園（2021）によると，野外コウノトリの孵化

は初卵日から30～35日（平均33.4日），巣立ちは最初の

孵化から57～84日（平均69.1日）とされており，今回の

観察結果もこれとほぼ一致した．雲南市では毎年4羽ず

つヒナが巣立っており本報はそれに基づく結果であるた

め，今後，ヒナの孵化個体数によっては巣立ちの時期等

が前後する可能性も考えられるが，当地におけるコウノ

トリの繁殖ステージの指標になるものと考えられる．

おわりに

　全国的に野生コウノトリの生息数は順調に増加して

きており，2022年11月末には野外個体が300羽を超えた

（IPPM-OWS 2022）．雲南市大東町においても2017年から

6年連続で毎年4羽のヒナが誕生している．このような状

況下において，行動観察中も観察ペア以外の個体の巣へ

の接近が多く確認されるようになり，2022年には繁殖期

る親鳥の役割分担は，同地の観察においては雌雄間で差

は認められないことが内藤ほか（2020）により報告され

ており，2020年以降の観察でも同様の傾向であった．

　これらの結果より，各繁殖ステージにおける親鳥の巣

に伏した時間の割合，不在時間の割合，給餌頻度の推移

は，いずれの項目についても5ヵ年とも同様の傾向が確

認された．

　また，本報の記録開始時刻は午前8時であるが，親鳥

の活動開始は日の出前後から見られ，早朝も活発に巣材

運びや給餌行動を行っている様子が確認された． 

まとめ

　2018年から2022年までの観察結果より，親鳥が伏し

た時間や巣を空けた時間の割合，給餌頻度の推移は5ヵ

年とも同様な傾向を示していた．雲南市大東町におけ

るコウノトリペアは3月上旬から中旬に初卵の産卵があ

り，孵化は推定初卵日から33～35日（平均34日），巣立

ちは推定初孵化日から66～73日（平均68.7日），完全に

図2．親鳥が伏した時間の割合，巣を空けた時間の割合，給餌頻度の推移（2018～2022年）．横軸は推定初孵化日を基準
にした日数，縦軸は8時から17時までの9時間を基本とした観察期間において，上段から親鳥が伏した割合，親鳥が巣を
空けた割合，1時間当たりの給餌頻度を示す．観測期間は初卵から巣立ちまでを含む期間としているが，年により観測
開始および終了時期が異なる．
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初期に別ペアが西小学校人工巣塔へ降り立つ様子も確認

された．当該地域における新たな繁殖ペアの誕生が期待

される一方で，営巣場所の不足が懸念され，今後は人工

巣塔の設置も含めた新たな営巣場所の確保も検討が必要

になると思われる．また繁殖ペアが増えれば，効率的な

繁殖状況モニタリング方法の確立は，さらに必要になる

と考えられるため，本研究結果に基づいた，繁殖状況確

認の簡便的手法の確立が求められるに違いない．
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摘　要

　島根県雲南市大東町において2018年から2022年に繁殖

が確認されたコウノトリペア（オスJ0118×メスJ0051）

について，ビデオカメラおよびネットワークカメラによ

り巣の上の繁殖行動を撮影し，動画記録から行動観察を

行った．5年連続4羽，合計20羽のヒナが巣立ち，初卵日

の時期，産卵から孵化，巣立ち，巣に戻らなくなるまで

の日数など，同地における繁殖ステージの指標となりう

る情報が得られた．

キーワード　コウノトリ，島根県雲南市，繁殖，ビデオ

動画撮影
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